
 ACAP2016福岡大会 
(アジア太平洋アクティブエイジ
ング会議)（福岡市主催） 
【概要】 
アジア太平洋地域で取り組まれ
ている生涯現役社会づくりの情
報交換等を行う国際会議の第
10回記念大会を開催 
【主なプログラム】 
○基調講演 
「健康寿命延伸のための世界
戦略」 アレックス・ロス 
WHO神戸センター所長 
「超高齢社会に向けた福岡市
の戦略」 福岡市保健福祉局 
○シンポジウム 
○ワークショップ 
【参加者数（速報値）】 
 ３０１名（１２か国） 

保健医療 2035 in 福岡
（厚生労働省主催） 

 
【概要】 
2035 年を見据えた保健医
療政策のビジョンに関するシ
ンポジウムを開催 
 
【主なプログラム】 
○挨拶 
塩崎恭久厚生労働大臣 
髙島宗一郎福岡市長 

○基調講演 
アクセンチュア株式会社 
マネジング・ディレクター 
武内和久氏 

○パネルディスカッション 
【参加者数（速報値）】 
３５３名 

超高齢社会へのチャレンジ！ 
～３つのイベントを同時開催しました～ 

 
超高齢社会の到来に向けて，高齢者一人ひとりが，いつまでも元気にいきいきと活躍することができ，住み

慣れた地域で安全安心に暮らしていける社会の実現を目指して，福岡市のあるべき姿をデザインし，新しい時
代へのチャレンジとして， 
① 「市民参加イベント」，②「シンポジウム」，③「国際会議」  の３つのイベントを同時開催しました。 

日 程  平成２８年３月５日（土）～平成２８年３月６日（日） 
場 所  福岡国際会議場（博多区石城町 2-1） 

 
 
 
 
 
   ①市民参加イベント            ②シンポジウム              ③国際会議 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アラカンフェスタ（アラカン 
フェスタ実行委員会主催） 

 
【概要】 
60 歳前後の世代（＝アラカン
世代）を中心とする幅広い世
代が，必要な情報や人に出会
えるイベントを開催 
【主なプログラム】 
○トークショー 
草野仁氏 ｘ 南雲吉則氏

○講演 
砂川啓介氏 

○アラカン寄席 
 三遊亭歌之介×立川生志 
○ブース出展 
【参加者数（速報値）】 
８,２２０人 
（２日間，延べ人数） 
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保健医療２０３５ in 福岡 
「グローバルヘルスとまちづくり」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プログラム 

＜開会挨拶＞ 
塩崎恭久 厚生労働大臣 
髙島宗一郎 福岡市長 

 
＜基調講演＞ 
テーマ：「３つの力 ー保健医療「システム」を「進化」させるときー」 

アクセンチュア株式会社マネジング・ディレクター 武内和久氏 
 
＜パネルディスカッション＞ 
  テーマ：「グローバルヘルスと街づくり」 
  《ファシリテーター》 

特定非営利活動法人日本医療政策機構理事 小野崎耕平氏 
 《パネリスト》（五十音順） 

福岡市副市長 荒瀬泰子 
    東京大学大学院医学系研究科国際保健政策学教室教授 渋谷健司氏 

     アクセンチュア株式会社マネジング・ディレクター 武内和久氏 
     厚生労働省政策統括官（社会保障担当） 武田俊彦氏 
 

「2035年，日本は健康先進国へ。」 
厚生労働省では，急激な少子高齢化や医療技術の進歩など医療を取り巻く環境が大きく変化す
る中で，2035 年を見据えた保健医療政策のビジョンとその道筋を示すため，国民の健康増進，
保健医療システムの持続可能性の確保，保健医療分野における国際的な貢献，地域づくりなど
の分野における戦略的な取組を検討することを目的として「保健医療2035」策定懇談会を開催し
てきました。昨年６月，本懇談会において提言書が策定されましたので，その策定に携わった主要
メンバーを中心に，以下のとおりシンポジウムを開催します。 
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第１０回 ACAP２０１６福岡大会 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３月５日（土） 
○開会式 
○基調講演 

「健康寿命延伸のための世界戦略」 アレックス・ロス WHO神戸センター所長 
「超高齢社会に向けた福岡市の戦略」 中村卓也 福岡市保健福祉局高齢社会部長 
「釜山市高齢社会の現象と対応戦略」 李炳振 釜山広域市社会福祉局長 
「ホノルル市の保健福祉対策」 バーバラ・ヤマシタ ホノルル市社会福祉局次長 

○シンポジウムⅠ 「ICT による高齢社会デザイン～ICTは健康な高齢社会の創造に役立つか～」 
韓東希（釜山市高齢者生活科学研究所），川森茂樹（㈱ＮＴＴデータ），前田みゆき（㈱日立 
製作所），野原康伸（合同会社カルナヘルスサポート）※コーディネーター：カレン・ハヤシダ 

○シンポジウムⅡ 「KAIGOは世界に通用するか～アジアの共通課題と相互交流～」 
トリブディ・ラハルジョ（インドネシア大学），小川玲子（九州大学），鮮于悳（韓国保健社会 
研究院）※コーディネーター：小川全夫（九州大学） 

３月６日（日） 
○シンポジウムⅢ 「コミュニティによる高齢社会デザイン～産学公民協働で新しい社会共創～」 
レンレン・タン（シンガポール大学），テレサ・ティエン（香港理工大学），クリスティ・ニシタ（ハワイ 
大学高齢者センター），秋山弘子（東京大学高齢社会総合研究機構） 
※コーディネーター テルマ・カイ（元国連 ESCAP） 

○ワークショップ 
  ・ワークショップ１ IoT（Internet of Things）構想 
  ・ワークショップ２ 国際介護トレーニングセンタ－構想 
  ・ワークショップ３ 高齢社会課題解決型センター構想 

ACAP（アジア太平洋アクティブエイジング会議）は，アジア太平洋の各地域の研究者・行政関係者・
事業者等が集まり，生涯現役社会の実現に向けたさまざまな方策に関する情報交換や調査研究の発
表を行う会議で，2005 年，福岡市で第１回大会が開催され，その後，韓国，中国，ハワイ，マレ
ーシア，シンガポールなど，毎年各地で開催されてきました。 
記念すべき第10回大会は，いまや世界的な課題となっている「健康づくりのための戦略」「超高齢社会に
向けたＩＣＴの利活用」「国際介護人材の養成」「超高齢社会とコミュニティづくり」をテーマに， AＣＡ
Ｐ発祥の地となった福岡市で開催します。 
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